
H28まちづくりふれあいトークで出された

質問や要望の対応について

【久目地区】

平成29年８月18日

資料



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部
署

会場 1 H28.6.28
イノシシ
対策

いのしし対策について
・有害捕獲の捕獲金額を高額に設
定できないか。
・捕獲檻の管理料をもう少し市で負
担してもらえないか。
・止め刺しの隊員は１４名が定員で、
市で人員を拡充してもらえないか。
・電気止め刺し機が使用できないこ
とを改善してほしい。
・捕獲奨励金として7000円支払われ
るが処分の手数料として猟期に捕獲
したものをアムテックに持ち込むと
3500円かかる。これを負担しないと
いけないのか。
・狩猟者登録料の30,000円は高い。

有害捕獲期間に捕獲されたイノシシにつ
いては成獣8000円/頭を捕獲活動経費と
して捕獲者に支払っています。この交付
金については、8000円/頭が上限金額と
なっており、その金額を越えて支払うこと
はできません。また、その他に捕獲奨励
金を捕獲者及び止め刺し者に成獣で
7000円、幼獣で4000円支払っています。
捕獲檻につきましては、地区で管理して
いただきますようお願いいたします。氷見
市鳥獣被害対策実施隊の任務として、イ
ノシシの捕獲活動のほか、有害鳥類の銃
器による捕獲やクマ出没時において銃器
を携行してのパトロールがあることから、
狩猟経験が５年以上の技術を備えた者を
実施隊員として任命しています。このこと
から安易に人数を増員させることは今のと
ころ考えていません。また、止め刺しにつ
いては、実施隊の隊長と協議の上、安全
性を考慮して猟銃を使用することとしてい
ます。狩猟期間にアムテックに持ち込ま
れたものは処分料を負担していただく必
要があります。狩猟登録に係る金額につ
いては、富山県猟友会が設定していま
す。狩猟登録を行う際に市の許可のもと
に捕獲に従事しておられる方は狩猟税が
半額になります。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

農林畜産課
農業畜産・いの
しし等担当：高
野
74-8086



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部
署

会場 2 H28.6.28
イノシシ
対策

捕獲したイノシシの処分はアムテッ
クでと指導されているが、県に聞く
と地区で処分してもよいという返答
があった。どうして市ではお金がか
かる方法を伝えるのか？

法令を遵守し、適正な処分が行える場
合は地区で処分していただいても構い
ません。衛生上獣肉処理施設を介さ
ず、捕獲した個体を営利目的で転売す
ることはしないでください。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

農林畜産課
農業畜産・いの
しし等担当：高
野
74-8086

会場 3 H28.6.28
情報格差
是正

久目地区では、光ファイバーが
通っていなくて、ケーブルネットの
初期工事費で80,000円である。ま
ちなかでは、携帯電話事業者と契
約すると4000円程で繋げることが
できる。

現在、能越ケーブルネットや携帯電話
事業者がそれぞれ光化の整備を進めて
います。行政エリアにおいても、情報イ
ンフラは今や日常生活において必要不
可欠なものとなっていることから、今後
は市としましても情報格差に努めていき
ます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

企画政策課
広報広聴担当：
高田
74-8012

会場 4 H28.6.28
空き家対
策

空き家対策補助金は行政側がつく
り、使い勝手が悪い。
鳥取県の移住政策が素晴らしいの
で移住したいくらいである。

空き家の利活用を促進するための補助
金として空き家「優良物件化」支援補助
金制度や危険な老朽空き家を取り除く
ための補助金として、危険老朽空き家
対策事業補助金制度など目的に応じた
補助金があります。
今後も市民の皆様により有効な補助金
となるよう改善していきます。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

商工・定住課
定住促進担当：
赤倉
74-8075



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部
署

会場 5 H28.6.28
ICT利活
用

・ＩＣＴの活用については予算削減
が行われて残念である。
・ＩＣＴペンダントを配布して、活動
しているのか見守りをしている。そ
の通信料が高く受益者負担がかか
るため、今後の展開が難しい。市
の事業で広く実施できないか？

導入時は農林水産省の補助を受けて
整備したと伺っています。市でも地域課
題を解決するためにICTの活用を検討
しています。運用中の事業についても
ご相談ください。
また、おらっちゃ創生支援事業では、地
域づくり協議会が地域づくり計画に基づ
いた事業に対し、補助率が10分の10
で、補助金が100万円まで支援すること
ができますので、地域担当職員または
企画政策課にご相談ください。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

企画政策課
広報広聴担当：
高田
74-8012
地域協働推進
班：舛田
74-8013

女性
トーク
会場

383 H28.6.28 婚活

縁結びおせっかいさんで何名が付
き合うまでにいたったか。

１８名の縁結びおせっかいさんに登録を
いただいており、引き合わせの人数も
徐々に増えてきました。現在、市で把握
しているお付き合いに至った人数は５名
です。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

観光交流・女性
応援課
男女参画・縁結
び担当：西田
74-8190



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部
署

女性
トーク
会場

384 H28.6.28
イノシシ
対策

畑に行ったがサツマイモがイノシシ
に荒らされていた。家の前の畑な
ので大丈夫だと思った。イノシシ対
策を教えていただければと思う。

農作物被害を防止するためには電気柵
の設置が効果的です。市では家庭菜園
も対象に助成を行っていますので、ご
活用ください。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

農林畜産課
農業畜産・いの
しし等担当：高
野
74-8086

女性
トーク
会場

385 H28.6.28 人口減少

若者がいないのが心配。学校がな
くなると子育てができなくなり、より
若者が減るという悪い循環になっ
てしまう。

平成２７年１０月に策定した「氷見市ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づ
き、基本目標Ⅱ「回遊する人材を定置
網のように受け止めるまち氷見を実現
する」を掲げ、氷見市で育った子どもた
ちが更なる成長のために大学などへ進
学し、氷見市に戻ってふるさとの未来の
ために活躍できるよう支援する「ぶり奨
学プログラム」を平成２９年４月から実施
しています。
また、若者をはじめとした市外からの移
住定住を支援する「移住定住促進事
業」などを予算化し、新しい人の流れづ
くりを進めていきます。

■可能
□■対応済
□■年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

企画政策課
政策推進担当：
蔵田
74-8011



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部
署

女性
トーク
会場

386 H28.6.28
後期高齢
者医療

後期高齢者になると書類がものす
ごく増えると聞いている。何回も同
じような書類を提出する必要はある
のか。

新規に後期高齢医療制度の被保険者
になられたときは、保険料の口座振替
等を改めて届出していただく必要もあり
ますが、高額療養費の申請についは初
回に口座登録を申請していただくと２回
目以降は申請の必要がありません。限
度額適用・標準負担額減額認定申請も
１度申請していただけば、有効期限以
降引き続き該当になる方には申請がな
くても広域連合からお送りしています。
このように、申請手続の書類については
被保険者の方のご負担を出来るだけ少
なくしています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

市民課
医療保険・年金
担当：中尾
74-8061

女性
トーク
会場

387 H28.6.28
公共施設
整備

まちの方ばかり公共施設等整備さ
れているが、山のほうは整備されて
いないと感じる。

現在、立地適正化計画の策定を進めて
います。この中で、人口減少において
も、中山間地域がこれまで通り、暮らし
を維持できるような仕組みを考えていま
す。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

都市計画課
都市計画担当：
浜本
74-8078



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部
署

女性
トーク
会場

388 H28.6.28 公共交通

久目のコミュニティバスがスムーズ
にできればいいと思う。

平成２８年１０月から、久目地区でNPO
を立ち上げ「くめバス」が運行されてい
ます。
市では、運行開始時から車両等購入費
補助金や運行費補助金によりNPOバス
の運行を支援しているほか、氷見市
NPOバス事業者連絡協議会を設立し、
市内のNPOバスの運営をサポートして
います。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

都市計画課
公共交通担当：
粟屋
30-2949

女性
トーク
会場

389 H28.6.28 農業

耕作放棄地が増え荒地になり、担
い手も減っている。

人・農地プランに基づいて、毎年地区
毎に農地の利用や地区の担い手につ
いて協議する場を設けています。また、
耕作放棄地対策については、随時農業
委員等に相談することができます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

農林畜産課
農業畜産・いの
しし等担当：高
野
74-8086

女性
トーク
会場

390 H28.6.28
高齢者施
設

老後の体の調子が悪くなったとき
に入れる施設があるか心配。

介護保険事業計画を3年ごとに見直し、
必要な施設を整備するなどサービスの
充実に努めています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

福祉介護課
介護保険担当：
大野
74-8066



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部
署

女性
トーク
会場

391 H28.6.28 拠点整備

ふれあいランチのボランティアをし
ている。不便な場所なので皆で集
まって作業できるサロンのようなも
のが具体化できないか考えてい
る。

おらっちゃ創生支援事業では、地域で新
築、改築されるコミュニティセンターの整備
費に対し、５分の１の助成をしております。
延べ床面積に対して助成限度額に段階が
ありますので、詳しくは企画政策課にお問
合せください。
また、市では人口減少・少子高齢化が進む
中で、地域が持続していくためには、活動
や交流の拠点となる場が必要であると考え
ており、平成２９年度に第８次総合計画後
期基本計画を策定していく中で、拠点整備
の考え方を整理して、必要な整備を検討し
ていきます。

■可能
□■対応済
□■年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

企画政策課
地域協働推進
班：舛田
74-8013

アン
ケート

6 H28.6.28 広報広聴

フリートーキング的なことがしたい。 ふれあいトークでは、市からの説明もあ
りますが、質疑応答の時間帯も設けて
います。この時間帯に、市政に関して自
由に発言していただければと思います。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

企画政策課
広報広聴担当：
高田
74-8012

アン
ケート

7 H28.6.28 広報広聴

女性の方の参加が少なかった。 同じ日の午後に女性トークを開催しまし
たので、夜の地区トークに女性の参加
者が少なかったのかもしれません。男女
問わず働いている方は、日中参加しづ
らいと思われるので、今年度は夜７時か
らの開催にしました。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

企画政策課
広報広聴担当：
高田
74-8012



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部
署

アン
ケート

8 H28.6.28
自動交付
機

平成２９年３月で自動交付機が廃
止になるのはおかしい。

現在の自動交付機は設置から７年が経
過し、修理部品の確保ができず、保守
期限もすでに終了しています。また、老
朽化による故障も頻発している状況で
す。自動交付機に代わるサービスとし
て、平成２８年３月から、マイナンバー
カード（初回発行無料）を利用して氷見
市が発行する証明書（住民票の写し、
印鑑登録証明書等）が全国のコンビニ
エンスストア等のキオスク端末（マルチコ
ピー機）から取得できるサービスを行っ
ており、住民の皆様の利便性向上に努
めているところです。ご理解とご協力の
ほどお願いいたします。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

市民課
戸籍住民担当：
清水
74-8051

アン
ケート

9 H28.6.28 情報発信

年収２００万で暮らせる町として氷
見をPRしてほしい。

IJU応援センターのwebサイト「移住のイ
ロハ」の紹介コーナーで氷見市での暮
らしに必要な家にかかる経費や車にか
かる経費など暮らしに役立つ情報を掲
載しております。今後も暮らしに必要な
情報を充実させ、「住みたい街」を目指
していきます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

商工・定住課
定住促進担当：
赤倉
74-8075

アン
ケート

10 H28.6.28 森林整備

竹の伐採予算を地域にも配分でき
ないか。

竹林整備の主たるものは、富山県の水
とみどりの森づくり税事業で行っており、
県、市が森林組合に委託し、整備をし
ていますが、さらに事業実施地区では
集落ぐるみの活動を支援する事業があ
りますので一度ご相談ください。また、と
やまの森づくりサポートセンターの団体
会員になるとチッパーの貸出等の支援
を受けることができます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

農林畜産課
農業畜産・いの
しし等担当：高
野
74-8086



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部
署

アン
ケート

11 H28.6.28
イノシシ
対策

市のいのしし捕獲柵より民間の檻
のほうが経費が安くつくと思う。民
間の檻を増やすほうがいいと思う。

捕獲檻は安ければいいというものでは
なく、安全性が確保されている必要があ
ります。そのため、市では一定水準の仕
様で入札を行い、設置をしています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

農林畜産課
農業畜産・いの
しし等担当：高
野
74-8086


